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男女共同参画の精神は女性研究者比率を
増加しえたか
―女性の教員比率向上を妨げるもの―
Has the spirit of gender equality successfully increased the percentage of 
female researchers?
̶Obstacles to achieving a higher percentage of female faculty members̶

●
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大学キャンパス内に保育所を作ったり，産休育休の
取得を勧めたり，また科学技術振興調整費により女性
教員のテニアトラック制度の導入を促進したりなど，
いろいろと努力はしているのです。これらの施策にも
後押しされて，環境も改善されてきているのです。に

もかかわらず，世界各国に比べて我が国の女性研究者
比率は思うほど向上していないようです。

大学教員に占める女性比率の経年推移
我が国の大学教員に占める女性比率は着実に伸びて

います。表 1 は 1985 年（昭和 60 年）から昨年 2009 年
までの 25 年間の推移を表したものです。この間，大学
の講師以上の教員に占める女性比率は 6.3％から 16.7

％と 2.65 倍に増えています。男女共同参画社会基本法
が制定された 1999 年（平成 11 年）の翌年 2000 年から
の 9 年を見ると，講師以上の教員総数（男女合計）の
増加が 17,288 人であるが，そのうち女性数の増加は
9,011 人であり，なんと増加数の 52％を女性が占めて
います。これを基本法制定以前の，1985 年から 2000

年までの 15 年間と比べると，総数の増加が 34,157 人
であり女性はそのうちの 23％，すなわち 7,820 人の増
加にとどまっており，基本法制定後に女性登用の機運
が高まっていることが読み取れます。

講師，准教授を経て教授へと昇進するのに要する年
数を 10 年程度と考えると，2000 年（平成 12 年）にお
ける講師の女性比率 18.8％に対して，2009 年の教授比
率が 12.0％になっていることは，この間の女性の昇進
は男性と引けを取らない数字と考えられます。大学教
員に占める女性の比率は着実に向上していると言える
でしょう。

世界の動向
米国物理学会には女性物理学者の分科会（Women in 

Physics）があり物理学者を目指す女性や物理学の分野
に身を置いている女性を勇気づけるプログラムを実施
しています。機関紙である Physics Today にも継続的に
女性の社会進出に関する記事が掲載されています。こ
の活動は当然，女性物理学者の比率向上も 1 つの目標
としているのですが，数年前の同誌に興味深い投稿が
ありました。なぜ女性の比率を増やす必要があるのか，
女性比率向上が物理学の質の向上に寄与するのか？と

表 1　高等教育（大学）教員に占める女性の割合1）
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いう女性研究者からの投稿です。比率の向上という数
字だけにとらわれると学問の質の向上と相反する結果
を招く危険があるという指摘です。ここで留意すべき
ことは，教員や研究員としての採用や昇進の機会が性
別や人種によらず均等であるかどうかということが重
要であるという点でしょう。昇進の機会が同等でない
とすれば，それは大問題で，即刻改善すべきです。
表 1 で見たように，我が国の女性科学者の比率は順

調に伸びてはいるのですが，世界各国と比べるとその
数字は驚くほど低いのが現状です（表 2）。

かねてからラテン系の国では女性科学者の比率が高
いことは知られていますが，英国やドイツに比べても
かなり低く，先進国の中では最低レベルです。20 年前
に比べると倍増以上の向上を遂げたとは言え，この数
値は異常かもしれません。

我が国の研究者の女性比率向上を妨げる要因
研究者のリソースは博士課程を修了する学生です。

女性比率向上の可能性を探るヒントは学位取得者に占
める女性比率にあるはずです。表 3 は 2009 年 12 月に
公表された専攻分野別の博士課程の卒業者数から，女
性比率を計算したものです。この表から，学位取得者
の傾向が読み取れます。生命科学系（生物・医科学分
野）の専攻は総じて女性比率が高く，25 ～ 40％程度が
女性であるのに対し，その他の専攻は 10％程度となっ
ており，見事なまでに二層分離しています。表 3 の総
数に占める女性の割合は 18.2％なので，この比率まで
の向上は，時間の問題と言えそうです。国際比較で言
うと，ルクセンブルグに並ぶ数値までは到達可能で
す。それ以上の数値向上には，博士課程を修了する女
性数を増やすことが必須で，特に全博士修了者の半数
を占める工学系での女性比率を上げることが効果的で
しょう。物理，化学，電気，機械系専攻での女性比率
が低いことが全体の比率を押し下げる原因となってい
るようです。

2000 年に日本物理学会と応用物理学会が共同で行
ったアンケート調査では，物理分野での教員の昇進に
は男女差がないことが報告されています。他の研究分

野でも同様の機会均等が担保されているなら，女性の
少ない分野での学位取得率を向上させることにより，
数年後には，世界と並ぶ女性比率の獲得が可能と思わ
れます。女だてらに機械工学や物理そして化学を好
み，それを生業とすることを目指す人が増えるよう，
応援し続けることが大事と言えるでしょう。

そしてもう一点；すべての男性会員に問いたい。奥
様を今すぐ外に勤めさせられますか？　我が国の女性
研究者比率の向上への問題解決は，この問いの答えに
あると思います。
 1） 内閣府男女共同参画局ホームページ, 「平成 21 年度女性の政策・方針

決定参画状況調べ」から抜粋. http://www.gender.go.jp/research/
sankakujokyo/2009/index.html

 2） 内閣府, 平成 22 年度版　男女共同参画白書より抜粋. http://www.
gender.go.jp/whitepaper/h22/zentai/top.html

 3） 学校基本調査「博士課程の専攻分野別入学年度別卒業者数」より編集.
Ⓒ2010 The Chemical Society of Japan

表 2　研究者に占める女性割合の国際比較2） 表 3　博士課程の専攻分野別卒業者数3）
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